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 都市交通マスタープランの展開により、⽬指すべき都市交通像の実現に向けた取組を進めます。

6-1 計画の展開に向けた取組

推進体制等

 積極的な周知により、都市交通マスタープランの情報共有 を図ります。
 幅広い意⾒を取り⼊れるために、住⺠・事業者等と⾏政の協働 で進めます。
 関係者が協⼒し、相互に連携した推進体制 のもと施策に取り組みます。
 今後期待される 技術⾰新等にも柔軟に対応 し、適時適切に施策を⾒直します。

都市交通マスタープランの策定
【第2回岳南都市圏総合都市交通体系調査（平成27年度(2015)〜平成30年度(2018)）】

交通ネットワーク計画
道路網計画 公共交通計画

各種戦略・施策

個別実施計画の策定
（道路整備プログラム、公共交通網形成計画、⽴地適正化計画の策定 等）

各種施策の実施

効果の検証・個別実施計画の⾒直し

【平成41年度(2029)以降】

効果の検証・計画の⾒直し

施策の進捗管理

住
⺠
の
み
な
さ
ん

D o

Check

Action

P lan

施策の実施

岳南都市圏連絡調整会議
静岡県 富⼠市・富⼠宮市 交通事業者 関係組織

※特定の課題については、必要に応じて推進部会を⽴ち上げ施策を推進

計画の⾒直し・改定

計画の進捗管理
【平成31年度(2019)〜平成40年度(2028)】
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6-2 推進体制
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【平成31年度(2019)〜平成40年度( 2028)】
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